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Rayonの樹脂加工に関する研究
特に人絹縮植物の特殊予踊加熱澄潰去に就いて
斉
On the Treatment of Rayons with Synthetic 
Resins by means of aD Improved Method. 
EspeciaIly， on the Treatment of Rayon Crepe Fabrics 
Narao SAITO 
藤 楢 夫
1;'hestudy of an entirely new method of applying synthetic resins to rayons in 3 forms 
(i.e. in staples， yarns and fabrics) had been started by the author， and abstracts were 
reported from time to time in the Bel1， Inst. Chem. Res. Kyoto University during 1949-1952. 
The author in the present paper deals with the pre~treatment of the material to be 
processed， especial1y with that of rayon crepe fabrics， the fiber of the twisted yarns of the 
fabrics being usual1y very difficult to be penetrated by the pre-condensate of the resin 
under the dipping condition now in practice. 
The pre-treatment accompanied by a good cure was found to be very effective to produce 
a singular effect of the author' s own method， which was characterized by an elastic and 
soft handle with a high crease recovery， and a shrinkage on wetting that was quite 
reversible on drying. 
緒雷
著者は先に Rayon([)新樹脂加工法として，特に工夫せられたる樹脂配合の一定D条件に於τ夫れ。
繊維への特殊な適用法と爾後白方法との組合せにより，樹脂加工による繊維D改質加工上茜Tだご顕著な新
規D劫果:主=粛らし得た事主逐改報告しτ来たk(l九]」o 又其等主実際にスフ状，鯨状及び織布状でで、 Rayonに
加工を施し更に各種製品に応用しτ夫k甚fだど優秀な結果を得た事主示しτ来た(向E幻}
是等む報告中には最初橿々の想想、定によつて仕事を始めそれが進行中幸に証朋する事が出来て理論と実
際と白一霊致kを見た事が屡々であつた〈承前)0 又最近白米誌中にも著者の主張θ多くり面を裏付けてい
る様な結果も多々報告されτ来ピヘ併し著者θ採用した方法D中で其推定がより良〈立証し得たなら
ば尚一層興味と価値りある事柄が二三残っている口
本報に於ては其内の一つであった特殊予備加熱浸漬方法に関する知見の一端に就て記すもりである。
担τ著者の採用した樹脂液のPr・e~condensate([)状態に於ては，従来む如き主として浸透に侯つ様な
padding或は普通の浸漬程度では例へば皮層の甚しく厚い，高い配列度の繊維θ芯部へは樹脂液D浸
謹が甚だ困難であって，本法に於ける如き特殊前処理に依って甚だ有効に:芭部に浸達する事が出来た(写
真。第1図及び第2図参照〉口 斯くして爾後D方法と相侯って外鹿内柔的構維を内硬外柔的に敬質が可
能となり，実際上弾性回誼も甚だ向上した事が明にせられた〈第3及4図参照〉。
第 1図未処理 樹脂未加工糸 To. Tire Cord 
樹脂処理後ゐTireCord糸
第2図処理繊維
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従って此種の浸漬方法は Rayon織
物の中最も特徴的な Cr¥!pe織物を樹脂
加工，而も其強撚締の横維の;芯部に有効
主主樟~'nG加工を j摘さんとする時に最も重
要な工程のーで、ある事は自明の事であ
る口此の~は先にもベンベルグのジョ
ーゼツト等に於て特徴ある見本を試作
展示した事からも明である。
従来普通に行われている Padding
mangleによる浸漬涯に於ける短時間浸
漬では到底強撚綜の内音i繊維の芯部
にまで樹脂液が十分浸達してい註いで
あろう事は本研究の結果からも充分納
得出来戸。 従って従来法では撚献の表
町に幾分不均一に樹脂が同定せられ易
く，従って表面樹脂とたって手触りが硬
くなzか，戎は綜の内部又は繊維の芯部
に未加工の部分を残し irreversibl¥!の
収縮の原因となると考へられる。特に
cr¥!pe rnarocaine又は oriental等に
於て然りであった様である。
著者は是等の点に鑑みわに人相紡織
物の此種特殊予備加熱浸漬法の研究に
着手した口本研究は又次の如き今一つ
の興味と意達とをもつものである。 即
ち本特殊予備力(1熱に於ては試料自体の
温度を 105"-'115 oCの温度に比較的急
速に達せしめ繊維の組織構造を破壊す
る事なく，一種の Distortionによる
膨潤を生起せしめ繊維及繊維潤の間際
を拡げたる瞬間に於て調整せる樹脂液
中に急投して達せられている。 此際の
最も珂想的好条件というものは時間的
にも温度的にも甚だ狭い範囲であって
従来は経験的に条件を変化し依って得
られた結果を更にー列む処理工程を経
て後の最軽結果を土t較して逆に最初の
良否を或程度推察する以外中間的に其
混漬の良否を予知する事は甚だ困難な
状態であったり 従って因子は甚だ複雑
であって， 佐々にして浸漬以後の操作
の誤り等によって結果が Misleading
のものとなり易い。 この様な場合何等
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かの手段によって浸漬D好条件が最終D判断を供すべきヱ程以前に保証出来ると便利であるに違いな
い。そこでこの様な一つの Measureとし著者は人絹縮。収縮。特徴を利用せんとした口 縮織物D収棺
は撚蘇繊維に7]1(或は樹脂液の浸透に依って生宇、る繊維の断面膨脹 (Crosssectional Swel1i~g) に基因
する事は明である。此の関係は必宇、しも直韓関保にあるかどうかは不明で、あるが，併しより速かに又よ
り充分芯部にまで浸達するものは，より占速かに又より十分に膨潤する事は間違いないであろう。 従って
今一定の条件で、〈余り無理な処理をしていないで〉乾燥した同ーのー続き白縮布試料に就いては上述。
様な膨潤と従って生守、る収縮は相対応して起ると考へられる口従って縮織物白液中に浸漬した際D収縮
は液の繊維中への浸達むイ可等か([)Measureになる事は明瞭であるう。各種。予備実験の結果甚だ、敏感
であると同時に厳重な Controlによって甚だ有効な Measure となる事が明にされた。 斯(([)如〈上
記D二つD目的白下に本研究を開始した白
実験
試料とし充分精槙後染色又は白の一定の条件で幅出乾燥した Crepe. Marocaineを用いた。布D大き
さを 12x15cmとし 12cmV上に l00m/mの線を Warpと直角にとりその両端にx印をつけた。己
の様~布を種々の条件で予備加熱し，或はせ宇、して，予め調整した樹脂液に投入し直ちに布白収縮によ
って生宇る XX<Ds離の収縮を追跡した。第5図はその|漂白収縮速度曲線-を示す白第6図は普通O
mangleによる padding程度D時間まで、D収縮状態を一層明にするため90秒までを示した白
但し予備加熱の方法としては均熱乾燥器中に木製台にDせた厚さ約 4m/m([) felt板二枚を一定時閣
保ち温度計の指示と felt問。温度とが同一になる事を確めて後試料を乙θ間にはさむ口所定の時聞の終
りに迅速にとり出し手近に用意した樹1出夜パット中に投入し直ちに測定を開始する。 之が装置の詳細は
後に譲る。
新の如く樹脂液中に浸漬し種々の程度に浸透せしめた試料を種<<([)条件で Cureし敏回復率， Cure後
む収縮及其回復率等を測定比較した。第1表は是等の数字を示す。
Pre~heat-Cure の影響
試料番号 条 件 加担コ!日俣山後白州収縮
Cil52漬時間分〉 タテ 依る収縮 回復卒
PO 
Pre. 無し 39.5% 
Cure 1300 7分 く10分〉
P4 
Pre-heat 1:30-2分 42.8芦
Cure 1300 75士 く10分〉
66.6芦田.1 ，~ 10.9% lCO% 
一
Pre-heat 1300- 2分
P3 
44.0.% 
Cure 1300 57.i く20分) 158.9タ，; 48.4拓 9併|-
42.3% 
P2 
Pre-heat 13002.5分
Cure 1300 3分 (4日分) 157.2% 49.5% 
18.2~'; 101.2% 
Pl 
Pre-heat 130白 3分 41.0% 
1Cum 1300 7分 (50分〉
60.1% 54.0% 7.9% 一
結語
本研究は此種むものD第1報であって未だ予報的なもりと考へられるが既に甚だ興味ある明に有効な
結果が示されているB
第5，6図に見られる様に予備加熱したもりと然らざるもDとでは通常([)padding程度。時間内では
浸透に関係ある収縮速度が甚しく異る事である白そして平街状態に達したと考へられる処でも前者白方
つが確かにより良〈収縮している=国で、はPO以外は何れもPOよりは漫達が良好であると推察出来る由但
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し之は温度や時聞が適正でたいとき等では却って逆になる事もある。是等D結果も甚だ興味があるので
別D機会に報告する口
新くして得たもむの Cure後rDCrease recoveryは Cure([)条件によって.Controlに用いた無予
慌加熱Dもり (PO)よりも明に高いもDが得られている (P4• Pl )。但し第1表白結果丈けを従来。
如き判断でみれば予備加熱の効果が甚f迷わしく主る訳であろうが第5図D結果から何等疑う余地註く
寧ろ浸漬以後D条件を種k検討する上に甚だ有効である。諮に最も興味ある事が示唆されていると考へ
られる事は充分収縮を行わせたもり即ち充分樹脂を浸達せしめたもrD(Pl) (P3 )は，より早〈引出して
CureしたもDよりも Cure後の収縮率は少い。又，無予備加熱rD(Po )は Cure後D収縮は.P2以
外で最も大きいo P2は浸漬は十分であるが.Cure不足に土って内部は脱落したも白と考へられ，是等
から探部での帯JYm固定D重要な事がわかる白又 Cure後D収縮D回複は〈民〉に於τ全<reversibleで、
ある事がわかる口 P2は dimentionallyに stableではなく之は洗濯回数と共により多〈変化するも
むと予想出来る。悲に得られたものは必宇しも最終的に良好な結果ではないが，巳はぬれた後自然乾!憶
によってもアイロンを用い守に全く元に復する事主意味する訳であって，とり縮。程度が今少し少いも
むで reversiblerDもDを得ればよい訳であろう。以上PO一日に就で樹脂量及其分布其他に就て検討
する事は尤も興味があり之は後報に譲る。
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